
「監視社会を考える」 
   超党派国会議員と市民の上映会 
 
 

 
 

 
  
 

 

◉ 日時：2016年��月�日(月) 17時30分～20時 
 

◉ 場所：参議院議員会館講堂 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■呼びかけ 
   有田芳生 (民進党参議院議員)  糸数慶子 (沖縄の風参議院議員) 井上哲士(共産党参議院議員) 
   伊波洋一 (沖縄の風参議院議員)  逢坂誠二 (民進党衆議院議員)  小川敏夫 (民進党参議院議員)     
   階 猛 (民進党衆議院議員)    清水忠史 (共産党衆議院議員)   仁比聡平 (共産党参議院議員)   
    畑野君枝 (共産党衆議院議員)   福島みずほ(社民党参議院議)     真山勇一(民進党参議院議員) 
    山本太郎(生活の党と山本太郎と仲間たち参議院議員)  
    小笠原みどり(ジャーナリスト)   海渡雄一(秘密保護法対策弁護団)  
    新津久美子(「スノーデン・ショック」翻訳者) 
 
 ■資料代 500 円     
 ■連絡先 福島みずほ事務所（03-6550-1111） 

 昨年、長編ドキュメンタリー部門でアカデミー賞を受賞した「シチズンフォー  
スノーデンの暴露」の上映会を開きます。 
 元CIA（米中央情報局）、NSA（米国家安全保障局）職員だったエドワード・スノーデン氏
は、アメリカが世界の電話やメールなどを盗聴していたことを暴露し、衝撃を与えました。 
 盗聴は、北朝鮮、イランなどアメリカの「敵対国」だけではなく、ドイツ、日本などの同
盟国、さらに国連、自国の市民も対象とされていました。この事実は、世界的な盗聴・監視
システムが、私たちの予想をはるかにこえる規模で進行していることを明らかにしました。 
「シチズンフォー スノーデンの暴露」は、スノーデン氏の告発の経緯、その内容を追った
作品です。この上映会を通して世界で進む監視社会化の問題を考えていければと思います。
ぜひ、ご参加ください。 
 






